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■プログラム概要 

「ｅラーニングとは対面講義を撮影して配信（同期・非同期を問わず）するものだ」あるいは、「ｅ

ラーニングではアクティブラーニング（ここでは学生の能動的な学修とする）のようなことはできな

い」などと漠然と考えていませんか。ｅラーニングは対面講義や少人数ゼミナールと同じように、学

修の一つの方法です。本ワークショップでは、自らのｅラーニングによる教育実践（あるいは、教育

実践や教育支援実践でも可）を振り返るためのゲームを通じて、教員（教職員）の学生への関わり

を見つめ直します（ゲームは、デザイナーがユーザーと関わりながらデザインを行うインクルーシ

ブデザインの研究を応用して考案しました）。参加者は、自らの教育実践が、教員・学生の関わり

においてどのように位置づけられるかを考え、さらにそれを踏まえ、学生が能動的になれるｅラー

ニングのアイデアを、ゲームを通じて競い合いながら学びます。 

 

■主な受講対象 

現在ｅラーニングの授業を実施している（あるいは実施予定の）教員、または、ｅラーニングという

授業形態に興味・関心を持っている教職員で、ｅラーニングに学生の能動的な関わりを取り入れ

たい人 

 

■本プログラムの到達目標 

１．自らのｅラーニングによる教育実践を学生の能動的な関わりという観点から振り返ることがで

きる 

２．ｅラーニングにおける学生の自律的な学習方略についてのアイデアを説明することができる 

 

■日時・会場・受講定員 

日  時 ： 平成２６年８月２８日（木）１３：００～１５：００ 

会  場 ： 高知大学 朝倉キャンパス 共通教育１号館 １４１番教室 

定  員 ： ４０名 
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竹岡 篤永 

（高知大学 総合教育センター特任助教（大学連携 e-Learning 教育支

援センター四国分室担当）） 

 

北陸先端科学技術大学院大学において、人同士がわかり合う過程

（基盤化）の機能面の研究にて学位を取得後、ユーザーの視点をデ

ザインに取り入れるインクルーシブデザインプロセスの研究などに携

わる。その後、ｅラーニングによってｅラーニングの専門家を養成する

熊本大学大学院で学び、ｅラーニングの学習者支援やストーリー中心

型カリキュラム（および、その研究）を推進中。 
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